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ご あ い さ つ Top Message

事業の概況について
　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響で急速に悪化した後、持ち直しつ
つあります。企業収益は製造業、非製造業ともに大きく悪化し、個人消費は、新型コロナウイルスの感染拡大を受
けた外出自粛の影響などから急速に落ち込んだ後、緊急事態宣言の解除に伴い持ち直しておりますが、外食・宿泊・
娯楽などのサービス消費は低水準にとどまっております。消費者物価上昇率（生鮮食品を除く総合）は、エネルギー
価格の低下や、「Go To トラベル」の開始に伴う宿泊料の大幅下落によりマイナスとなっております。
　当社グループの属する業界も、異業種を含む大手企業の新規参入など更なる競合激化は続いており、当社グルー
プを取り巻く環境は依然として厳しいものとなっております。さらに、新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ
る事業への影響については、予断を許さない状況であるため、今後も注視してまいります。
　このような経済状況のもとで、当社グループは、「伝統と技術と人材力を価値にする」をビジョンとし、引き続
き積極的な営業活動を展開しております。当中間連結会計期間においては、当社独自の機能性素材であるローズヒッ
プの販売が前年同中間期と比べ増収となりましたが、機能性表示食品「ヘルスエイド®シリーズ」や、フレーバー
カプセルの受託の販売が前年同中間期と比べ減収となりました。
　この結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高4,889百万円（前年同中間期比5.4%減）、営業利益232
百万円（前年同中間期比53.6%減）、経常利益240百万円（前年同中間期比52.6%減）、親会社株主に帰属する中間
純利益185百万円（前年同中間期比48.9%減）となりました。

連 結 財 務 ハ イ ラ イ ト Consolidated Financial Highlights
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売上高 （単位：百万円） 親会社株主に帰属する中間純利益（単位：百万円）

営業利益 （単位：百万円） 1株当たり中間純利益・純資産（単位：円）
1株当たり中間純利益　　 1株当たり純資産

経常利益 （単位：百万円） 自己資本比率 （単位：％）

　株主の皆様には平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上
げます。
　ここに当社グループの第84期中間期（2020年4月1日から
2020年9月30日まで）の事業の概況をご報告申し上げます。 
よろしくご高覧賜り、今後ともより一層のご支援、ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

代表取締役社長
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セ グ メ ン ト 情 報 Segment Information 連 結 財 務 諸 表 Consolidated Financial Statements

「セルフメディケーション」の推進を目指して
　創業者・森下博は「飲みやすく、携帯・保存
に便利な薬を作りたい」という思いで「仁丹」
を開発しました。「健康とともに安心と安全を
お届けする」この健康理念のもと、原料を厳
選し、優良品を製造することを志とするその
思いは今も受け継がれ、独自のカプセル技術
とこだわりの品質の製品を、毎日健康で過ご
したいと願う全ての皆様にお届けしています。

　当セグメントにおきましては、当社独自の機
能性素材であるローズヒップの販売が前年同
中間期と比べ増収となりましたが、機能性表示
食品「ヘルスエイド®シリーズ」の販売が前年同
中間期と比べ減収となり、売上高は、3,553
百万円と前年同中間期と比べ208百万円の減
収となりました。
　損益面では、効率的なプロモーション活動等
に努めましたが、売上高が低調に推移するなか、
セグメント利益は、147百万円と前年同中間期
と比べ131百万円の減益となりました。

医薬品から食品、産業用まで進化し続けるシームレスカプセル技術
　「液体の仁丹を作れないか」その思いから
開発が始まり、今では森下仁丹のコア技術と
して発展した「シームレスカプセル技術」。
粉末、液体、微生物など様々なものを包むこ
とができ、また、皮膜の調整により、ドラッ
グデリバリーシステムを実現する医薬品か
ら、食品、産業用まで様々な分野への展開が
可能です。

　当セグメントにおきましては、フレーバー
カプセルの受託の販売が前年同中間期と比べ
減収となり、売上高は、1,330百万円と前年同
中間期と比べ4百万円の減収となりました。
　損益面では、効率的な研究開発投資に努め
ましたが、セグメント利益は、85百万円と前年
同中間期と比べ44百万円の減益となりました。

ヘルスケア事業 中間連結貸借対照表 （単位：百万円） （単位：百万円）中間連結損益計算書カプセル受託事業
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売上高 （単位：百万円） セグメント利益（単位：百万円）

当 中 間 連 結
会 計 期 間
（2020年9月30日現在）

前 連 結
会 計 年 度
（2020年3月31日現在）

資 産 の 部

流 動 資 産 5,985 6,258

固 定 資 産 8,360 8,129

有 形 固 定 資 産 4,770 4,903

無 形 固 定 資 産 360 317

投資その他の資産 3,228 2,908

資 産 合 計 14,345 14,387

負 債 の 部

流 動 負 債 2,094 2,313

固 定 負 債 1,984 2,060

負 債 合 計 4,078 4,374

純 資 産 の 部

株 主 資 本 9,058 9,018

その他の包括利益累計額 1,207 995

純 資 産 合 計 10,266 10,013

負 債 ・ 純 資 産 合 計 14,345 14,387

当中間連結会計期間
2020年4月  1日から（2020年9月30日まで）

前中間連結会計期間
2019年4月  1日から（2019年9月30日まで）

売 上 高 4,889 5,166

売 上 原 価 2,404 2,428

売 上 総 利 益 2,485 2,738

販売費及び一般管理費 2,252 2,238

営 業 利 益 232 500

営 業 外 収 益 13 15

営 業 外 費 用 5 8

経 常 利 益 240 507

税金等調整前中間純利益 241 507

法人税、住民税及び事業税 25 122

法 人 税 等 調 整 額 29 21

中 間 純 利 益 185 363

親会社株主に帰属する中間純利益 185 363

（単位：百万円）中間連結キャッシュ・フロー計算書
当中間連結会計期間
2020年4月  1日から（2020年9月30日まで）

前中間連結会計期間
2019年4月  1日から（2019年9月30日まで）

営業活動によるキャッシュ・フロー 99 383

投資活動によるキャッシュ・フロー △　127 △　316

財務活動によるキャッシュ・フロー △　356 △　319

現金及び現金同等物の増減額 △　384 △　252

現金及び現金同等物の期首残高 2,475 2,293

現金及び現金同等物の中間期末残高 2,091 2,040

ヘルスケア事業

3,553
百万円

�

72.7％

カプセル受託事業

1,330
百万円

�

27.2％

売上高

208百万円減
（前年同中間期比）

売上高

4百万円減
（前年同中間期比）

売上高構成比
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～中国プロバイオティクス市場への展開を始動～

ト ピ ッ ク ス Topics

商 号 森 下 仁 丹 株 式 会 社
MORISHITA JINTAN CO., LTD.

資 本 金 35億3,740万円

事 業 の 内 容 医薬品、医薬部外品、医療機器、化粧品、
食品及び雑貨等の製造販売

事業所及び工場
本 社 大阪市中央区玉造一丁目2番40号

電話（06）6761－1131（代表）
大阪テクノセンター 大阪府枚方市津田山手二丁目11番1号

電話（072）800－1040
滋 賀 工 場 滋賀県犬上郡多賀町大字四手諏訪960番地12

電話（0749）48－7370
長 浜 工 場 滋賀県長浜市小野寺町字下寺70番7

電話（0749）74－8500
東 京 オ フ ィ ス 東京都千代田区神田富山町10番地2 

アセンド神田ビル6F
電話（03）6206－8138

TOPICS

1
TOPICS

2 中国医薬品業界トップグループ・国薬控股星鮫製薬（SINOPHARM 
XINGSHA PHARMACEUTICALS）とパートナーシップ締結
アジア最大級展示会NHNEにて
「ビフィーナ」発表セレモニーを開催

当社は、2020年2月1日に立ち上げた「緊急対策本部/事務局」の設置を起点として、感染対策の実施、及び感染症拡大に伴うリスクに対する社内
体制の整備など、必要に応じた対応を行っています。

従業員や家族の健康と安全の確保
1．時差出勤、テレワーク、在宅勤務などの導入

感染予防と事業継続の観点から、従業員一人ひとりにあわせた
柔軟な勤務形態を継続しています。

2．マスクや消毒液の配布、健康管理
全従業員（派遣社員、アルバイト含む）へのマスクや消毒液の
配布を行いました。また、拠点内にサーモグラフィーや非接触
体温測定器を設置するなどし、各人の健康チェックの徹底と記
録管理を継続しています。

3．職場環境の整備
2月6日より海外出張の自粛を開始、その他国内においても不要
不急の出張や移動を控えています。
テレビ会議システムやオンラインミーティングの活用を全社で推
進しているほか、マスク着用の励行、デスクウォールの設置、定
期的な換気などを行い、「3密」の回避を実践しています。

当社は、2020年9月17日に中国広東省広州市にて開催された展示
会「China International Natural Health & Nutrition Expo

（NHNE）2020年中国国際健康栄養博覧会」にて、中国の医薬品
業界トップグループである「国薬控股星鮫製薬有限公司」と2020
年4月に締結したパートナーシップのセレモニー、並びに当社主
力製品である「ビフィーナ」シリーズの製品発表（独占販売）セ
レモニーを行いました。本パートナーシップ締結に伴い、新たに
中国市場への展開を開始することで当社のグローバル事業を加速
してまいります。
当社は、タイ、ベトナム、フィリピン、シンガポール、ラオス、
台湾、香港で海外展開し、「ビフィーナ」などをはじめとするヘル
スケア製品を通じて各国各地域の人々の健康に寄り添ってまいり
ました。健康に対する人々の意識が特に高い中国市場における需
要にも応えるべく「ビフィーナR」「ビフィーナS」「ビフィーナ
EX」をお届けし、中国の方々のヘルスケアに貢献いたします。中
国プロバイオティクス消費量の大部分を占める19省での販売を中
心としながら、中国全土へのシェア拡大を目指してまいります。

製 品 名 ビフィーナR（レギュラー）・ビフィーナS（スーパー）・ビフィーナEX（エクセレント）
内 容 量 各30日分

製 品 特 長 当社の技術である耐酸性のシームレスカプセルを採用し、ビフィズス菌（ロ
ンガム種BB536）を生きた状態で腸まで届けます。

新型コロナウイルス感染症への対応について
役　員
代 表 取 締 役 社 長 森 下 雄 司
取 締 役

（ 社 外 取 締 役 ） 杉 浦 一 哉

取 締 役
（ 社 外 取 締 役 ） 末 川 久 幸

取 締 役
（ 常 勤 監 査 等 委 員 ） 光 永 健 治

取締役（社外取締役）
（ 監 査 等 委 員 ） 石 原 真 弓

取締役（社外取締役）
（ 監 査 等 委 員 ） 石 黒 　 訓

常 務 執 行 役 員 森 田 真 司
常 務 執 行 役 員 笹 野 恭 行
執 行 役 員 石 田 英 嗣

会 社 概 要 Corporate Data
（2020年9月30日現在）

新型コロナウイルス感染症の対応に関する基本方針
1）	従業員、その家族及び関係者の人命・安全を最優先とする対応を図る。
2）	事業を重要度により分類し、その重要度にあわせた経営資源を再配分することにより企業経営を維持し、社会的責任を果たす。
3）	国及び地方自治体の要請に基づく行動と感染拡大防止への協力を推進する。
4）	パンデミックに関する基本計画、予防策等の必要な情報を従業員及びその家族に適宜提供する。但し、地域、事業所、職場単位での流行状況や

病原性に応じた適切な対応と柔軟な感染防止策を実施することとする。

製品・サービスのご提供
当社では創業来、皆様の健康の一助となる製品・サービスのご提供
を掲げ、企業活動を続けてきました。
この度の感染拡大を受け、人々の健康維持への意識はより一層高まっ
ていることと思います。先行き不透明な社会情勢でありますが、当
社は引き続き、皆様の健康のお役に立てるよう製品の安定供給に努
め、また、新しい生活様式への変化やニーズに対応できる製品・サー
ビスのご提供や技術開発に尽力していきたいと思います。

来訪者（従業員以外）の方々に対する安全確保
1）	お取引先様においては、不要不急のご訪問・ご面談の自粛依頼を行っ

ており、テレビ会議やオンライン面談にご協力いただいています。
2）	来訪者様やご面談が必要なお取引先様においては、入館前の体温

チェックと健康に関するご質問表への記入にご協力いただいてい
ます。

3）	その他必要に応じ、ご来訪の方々へ安全確保に関するご協力をお
願いしています。

4）	新卒採用説明会及び採用面談をオンラインで実施しました。

生産拠点及びコールセンターでの感染対策
生産拠点
当社の生産拠点である大阪テクノセンター及び滋賀工場では、医薬
品や食品の供給責任を果たすため、官公庁の新型コロナウイルス感
染症感染拡大予防ガイドライン及び手引きに従い、必要な対策を講
じて生産活動を継続しています。
コールセンター
コールセンターではお客様からのご注文や様々な問合せに可能な限
り対応できるよう、従業員の時差出勤を行い、時間を短縮して営業
を継続しています。

ビデオレターによるパートナーシップ締結セレモニーの様子（2020年9月24日）

中国専用新パッケージ

■展開製品
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当社ホームページのご案内

当社WEBサイトで各種情報を公開しております。
是非一度ご覧ください。
https://www.jintan.co.jp

▲ トップページ

IR情報 ▶

株主メモ
事 業 年 度 末 日 3月31日

期 末 配 当 金
受領株主確定日 3月31日

（中間配当を行う場合　毎年9月30日）

定 時 株 主 総 会 毎年6月

公 告 の 方 法 電子公告（https://www.jintan.co.jp）
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公
告により行うことができない場合は、日本経済新聞に
掲載して行う。

金融商品取引所 株式会社東京証券取引所　市場第二部

株主名簿管理人
特別口座口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
　電話（通話料無料）　0120-094-777

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


